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▼
本
庁
舎
・
山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１
▼
阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

本庁舎 ・
総合支所

暮
ら
し

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

■ 回答期間

　9 月 20 日（土）～ 10 月 8 日（水）
■ 調査の流れ

　9 月 20 日以降、調査員が順次調査書類を配布し
ます。なお、調査員は必ずしもお住まいの自治会
の方ではありません。訪問時に不在であった場合、
調査書類を郵便受けに投函します。
■ 回答方法

　インターネット（配布した調査書類から二次元
コードを読み込み入力）、返信用封筒による郵送提
出、調査員に提出のいずれか
■ インターネット回答３つのメリット

いつでもどこでも 24 時間アクセス可能！
不正アクセス防止対策が行われているため

安心！
10 月 8 日までに回答いただいた世帯には

調査員の再度の訪問なし！
問 デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

国 勢 調 査 に ご 協 力 く だ さ い

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
税
等
納
付
の
呼
び
か
け

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
税
等
納
付
の
呼
び
か
け

市
で
は
民
間
事
業
者
を
活
用
し
た
「
市

税
等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
市

税
、
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
の
確
認
が
で
き
な
い
人
に
、
電

話
・
文
書
で
納
付
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

ま
す
。
納
付
案
内
は
、
平
日
の
日
中
、
夜

間
の
ほ
か
、
日
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
市
税
等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
や
、
金
融
機
関
の
口
座

を
指
定
し
て
振
り
込
み
案
内
を
す
る
よ
う

な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
振
り
込
め
詐
欺
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問

収
納
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
９

市
・
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
開
始

市
・
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
開
始

令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
で
65
歳
（
昭

和
34
年
4
月
3
日
か
ら
昭
和
35
年
4
月
2

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
の
公
的
年
金
受

給
者
の
う
ち
、
年
金
所
得
に
係
る
市
・
県

民
税
、
森
林
環
境
税
の
納
税
義
務
が
あ
る

方
に
つ
い
て
、
10
月
か
ら
公
的
年
金
の
特

別
徴
収
（
引
き
去
り
）
が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
に
通
知

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・本
市
の
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

・
特
別
徴
収
さ
れ
る
市
・
県
民
税
等
の
額

が
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
の
額
を
超
え

る
方
な
ど

※
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
の

は
、
年
金
所
得
か
ら
計
算
し
た
市
・
県

民
税
で
す
。
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な

ど
か
ら
計
算
し
た
税
額
は
、
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問

市
民
税
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
５

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
に

あ
わ
せ
た
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
に

あ
わ
せ
た
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

９
月
23
日
（
火
・
祝
）
の
手
話
言
語
の
国

際
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー

で
、
市
内
各
施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
世
界
、
市

民
、
地
域
社
会
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
り
、
各

国
の
手
話
言
語
を
尊
重
し
合
い
、
世
界
中
の

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い

人
と
聞
こ
え
る
人
が
ひ
と
つ
に

な
る
瞬
間
を
共
有
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。詳
細
は
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問

障
が
い
福
祉
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
９
４
、

０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
１
４
２
、

syougai@
city.yam

aguchi.lg.jp

10
月
16
日
は

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
デ
ー

10
月
16
日
は

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
デ
ー

臓
器
移
植
へ
の
理
解
が
広
が
る
こ
と

を
願
い
、
世
界
の
移
植
医
療
の
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
に
全
国
各

所
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
臓
器

提
供
の
意
思
表
示
方
法
は
、
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

【
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

▼
日
時

①
10
月
16
日（
木
）18
時~

21
時
、

②
10
月
13
日
（
月
・
祝
）~

17
日
（
金
）

18
時~

21
時
、
③
10
月
16
日
（
木
）~

20
日
（
月
）
18
時
30
分~

21
時

▼
場
所

①
新
山
口
駅
南
北
自
由
通
路
「
垂

直
の
庭
」（
小
郡
下
郷
１
２
９
４
）、
②

市
役
所
本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）、
③

山
口
県
政
資
料
館
（
滝
町
１
‐
１
）

問
（
公
財
）
や
ま
ぐ
ち
移
植
医
療
推
進
財

団
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
０
７
４
３
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

９月 21 日～ 30 日
秋の全国交通安全運動

かぶっていますかヘルメット

加入していますか自転車保険

（令和６年１０月１日保険義務化）

中
央
消
防
署
が

仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

中
央
消
防
署
が

仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

中
央
消
防
署
建
替
工
事
の
た
め
、
工
事
期

間
中
は
、
仮
設
庁
舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間

10
月
21
日
（
火
）
〜
令
和
10
年

度
中
（
予
定
）

▼
移
転
先

市
役
所
別
館
（
中
央
五
丁
目

14
‐
22
）

問

消
防
総
務
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
０

山
口
市
戦
没
者
追
悼
式

山
口
市
戦
没
者
追
悼
式

過
去
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

追
悼
の
意
を
さ
さ
げ
、
過
去
の
教
訓
・
平

和
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

▼
日
時

10
月
11
日（
土
）11
時
〜
12
時（
事

前
申
し
込
み
不
要
。
10
時
50
分
ま
で
に

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
会
場

県
総
合
保
健
会
館
（
県
健
康
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
）（
吉
敷
下
東
三
丁
目
１
‐
１
）

▼
料
金

無
料
（
供
物
料
等
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

▼
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り

問

地
域
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
１
８

空
き
家
無
料
相
談
会

空
き
家
無
料
相
談
会

▼
日
時

10
月
5
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

30
分

▼
場
所

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
（
湯
田

温
泉
五
丁
目
５
‐
22
）

▼
内
容

司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
（
１
組
25
分
ま
で
）

▼
定
員

各
相
談
員
に
つ
き
先
着
5
組
（
要

事
前
申
し
込
み
）

問
申

10
月
3
日
（
金
）
ま
で
に
、
空
家
対

策
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
５

「+

」
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号

「+

」
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号

「+

」
で
始
ま
る
電
話
番
号
（
主
に
国
際

電
話)

や
、
非
通
知
か
ら
の
着
信
に
出
る

こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
国
コ
ー
ド
は「+

81
」で
す
が
、

覚
え
の
な
い
番
号
が
表
示
さ
れ
た
ら
、「
電

話
に
出
な
い
」「
折
り
返
さ
な
い
」「
着
信
拒

否
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
」

「
す
ぐ
に
切
る
」
な
ど
の
対
策
を
し
て
く
だ

さ
い
。「+

」
か
ら
始
ま
る
電
話
に
お
困
り

の
場
合
や
、
国
際
電
話
不
取
扱
い
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
７
１
７
１

Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
夜
間
工
事
に
伴
う

列
車
の
運
休
等

Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
夜
間
工
事
に
伴
う

列
車
の
運
休
等

線
路
設
備
の
保
守
工
事
（
ま
く
ら
ぎ
の

交
換
等
）
を
次
の
期
間
で
行
う
た
め
、
列

車
の
運
休
や
時
刻
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
区
間
①

Ｊ
Ｒ
山
口
線
宮
野
駅
〜
津
和
野
駅

▼
区
間
②

Ｊ
Ｒ
山
口
線
山
口
駅
〜
宮
野
駅

▼
期
間

9
月
30
日（
火
）、10
月
1
日（
水
）〜

3
日
（
金
）、7
日
（
火
）、9
日
（
木
）、

10
日
（
金
）、21
日
（
火
）
〜
24
日
（
金
）

▼
運
休
列
車

(区
間
①
)

（
上
り
）
津
和
野
駅
20
時
00
分
発
ー
宮

野
駅
21
時
02
分
着

（
下
り
）
宮
野
駅
21
時
29
分
発
ー
津
和

野
駅
22
時
34
分
着

▼
変
更
列
車

(区
間
②
)

一
部
時
刻
を
変
更
し
て
運
転
し
ま
す
。

（
変
更
前
）
宮
野
駅
21
時
03
分
発
ー
山

口
駅
21
時
09
分
着

（
変
更
後
）
宮
野
駅
21
時
40
分
発
ー
山

口
駅
21
時
46
分
着

▼
代
行
輸
送

運
休
区
間
の
バ
ス
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
代
行
輸
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

問

Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
７
０
‐
０
０
‐
２
４
８
６

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

10
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

浄
化
槽
の
機
能
を
適
正
に
維
持
す
る
た

　障がいのある方の雇用を促進し職業的な自立を図る
ことは、障がい者の社会参加のために実現しなければ
ならない重要な課題です。障がいのある方が働きやす
くなるためには、市民の皆さん、特に事業主をはじめ
一緒に働く職場の皆さんのご理解・ご協力が必要です。
　障がいの有無に関わらず一人一人が持つ能力を発揮
し共に支え合う社会を実現させるために、障がいのあ
る方の雇用に対する理解をより一層深めましょう。

9 月は
「障がい者雇用支援月間」 です「障がい者雇用支援月間」 です「障がい者雇用支援月間」 です

障がいを知り
　 共に生きる

● 山口市障がい者就労支援資源マップ

　山口市地域自立支援協議
会 就労支援部会では、自分
に合った働き方を見つけ、
利用につなげるための第一
歩として、各事業所の特色
や特徴を掲載した資源マッ
プを作成しています。
　障がいのある方の就労機
会の場を探す際や、特別支
援学校卒業後の進路選択を
する際などにご活用くださ
い。詳細は下の二次元コードからご覧いただけます。

問  障がい福祉課 
☎ 083-934-2988 083-934-4142
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直
接
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
事
業
所
か
ら

の
廃
棄
物
は
、
許
可
を
持
つ
業
者
に
依
頼
す

る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
９
０
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐

９
７
３
‐
８
１
３
６

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の

取
り
組
み

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の

取
り
組
み

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
第
二
次
山
口
市
エ
コ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
改
定
版
（
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
））
を
策

定
し
、
市
役
所
の
事
業
活
動
に
よ
り
生
じ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
取
り
組
み
結
果

め
、
管
理
者
に
は
、
法
律
で
定
期
的
な
保
守

点
検
お
よ
び
清
掃
、
そ
の
記
録
の
保
存
（
３

年
間
）、
法
定
検
査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
法
定
検
査
は
、
保
守
点
検

等
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
第
三
者

の
立
場
で
点
検
す
る
も
の
で
、
山
口
県
浄

化
槽
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
浄

化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
を
実
施
し
、
年

１
回
の
法
定
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
９
０
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐

９
７
３
‐
８
１
３
６

9
月
、
10
月
は
動
物
の
飼
い
方

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
期
間

9
月
、
10
月
は
動
物
の
飼
い
方

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
期
間

飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
確
認
し
、

動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
や
周
辺
の
住

民
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

【
犬
に
は
必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
て
】

犬
の
放
し
飼
い
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
放
し
飼
い
に
す
る
と
、
ど
ん
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

散
歩
中
は
必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
、
適
切
な

長
さ
に
調
整
し
、
飼
い
主
の
そ
ば
を
歩
か

せ
ま
し
ょ
う
。

【
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
】

条
例
に
よ
り
猫
は
屋
内
飼
養
を
基
本
と

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
屋
内
で
飼

う
こ
と
で
、
交
通
事
故
や
感
染
症
な
ど
の

危
険
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
ん
尿
な

ど
に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
猫
は
繁
殖
力
が
強

く
、
年
に
何
度
も
出
産
し
ま
す
。
数
が
増

え
る
と
、
猫
の
飼
育
環
境
が
悪
化
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合

は
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
９
０
、
南
部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐

９
７
３
‐
８
１
３
６

飼
い
主
の
い
な
い
猫

不
妊
去
勢
手
術
相
談
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫

不
妊
去
勢
手
術
相
談
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を

施
し
、猫
を
適
正
飼
養
し
よ
う
と
す
る
個
人
、

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
行
お
う
と
す
る
団
体
、
地
域

猫
活
動
を
行
お
う
と
す
る
地
域
に
対
し
て
手

術
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
本
制
度
お
よ
び

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
生
活
環
境
課
題

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
２
日
（
木
）
14
時
〜
15
時

▼
場
所

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る

保
護
や
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

に
関
心
が
あ
る
方

▼
定
員

先
着
約
20
人

問
申

９
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、
環
境
衛

生
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０

廃
棄
物
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
、
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
煙
や
悪
臭
な
ど
で
近
所
へ
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
家
庭
か
ら
の
廃
棄
物
は
、
市
の
可
燃

物
収
集
を
利
用
す
る
か
、
市
の
取
扱
施
設
へ

は
、
基
準
と
な
る
平
成
25
年
度
比
31
％
以
上

削
減
の
目
標
に
対
し
て
31
・
１
％
（
約
12
・

１
千
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
と
な

り
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問

環
境
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
８
７

使
わ
な
く
な
っ
た
羽
毛
製
品
の
回
収

使
わ
な
く
な
っ
た
羽
毛
製
品
の
回
収

山
口
県
共
同
募
金
会
で
は
、
使
わ
な
く

な
っ
た
羽
毛
製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
Ｕ

Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
山
口
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
金
の

一
部
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
通
じ
て

地
域
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
回
収
品
目

羽
毛
（
ダ
ウ
ン
）
の
割
合

9月は認知症月間です
高齢化に伴い、増加が見込まれる
認知症は、他人事ではなく誰にとっ
ても身近なものです。本市では、
市民一人一人が認知症について学び、理解を深める
ための講座や心配事への相談対応を行っています。

【認知症講演会】
■日時　9月 28日（日）13時 30分～ 15時 30分
■会場　県健康づくりセンター（吉敷下東三丁目1-1）
■内容　講演「認知症とともに暮らすということ」
■講師　繁田雅弘氏（医療法人社団彰耀会栄樹庵　
　　　　診療所院長）
■要約筆記・手話通訳　あり

問申 右の二次元コード、電話、または市ウ
ェブサイト掲載の参加申込書に必要事項を
記入の上、FAX、郵送、来所のいずれかで、
高齢福祉課☎ 083-934-2758 083-934-2647

【もの忘れホットライン】
認知症に関する心配事や介護に関する悩みなどにつ
いて、市保健師などが電話相談に応じます。お住ま
いの地域を担当する地域包括支援センターでもご相
談に応じています。
■日時　毎週月～金曜日の8時30分～17時（祝日、
　　　　振替休日を除く）
■電話　083-922-2410（高齢福祉課内・専用番号）
■料金　無料（通話料は相談者の負担）
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９月分の収益金は、市町村の
まちづくりに使われます。

公益財団法人
山口県市町村振興協会

が
50
％
以
上
の
羽
毛
布
団
・
ダ
ウ
ン

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

▼
回
収
場
所

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
本
館

（
大
内
御
堀
１
０
４
８
９
番
地
8
）

▼
持
込
時
間

9
時
〜
17
時

※
他
に
も
回
収
協
力
店
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
で
回

収
し
て
い
ま
す
。

問

資
源
循
環
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１

‐
２
１
８
５

山
口
市
美
術
展
覧
会
の
作
品
募
集

山
口
市
美
術
展
覧
会
の
作
品
募
集

令
和
８
年
３
月
１
日（
日
）〜
８
日（
日
）

に
開
催
す
る
山
口
市
美
術
展
覧
会
に
あ
な

た
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
出

品
規
格
等
の
詳
細
は
文
化
交
流
課
、
各
総

合
支
所
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
山
口

市
民
会
館
等
に
設
置
し
て
い
る

開
催
要
項
の
ほ
か
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
募
集
部
門

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
そ
の
他
（
各
部
門

１
人
、
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
１
点
以
内
）

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま

た
は
市
内
の
文
化
講
座
・
文
化
団
体
に

所
属
し
て
い
る
方

▼
申
込
方
法

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
左

記
の
作
品
の
搬
入
日
時
に
、
直
接
会
場

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
賞

大
賞
1
点
（
副
賞
20
万
円
）
ほ
か

▼
出
品
料

1
点
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
作

品
搬
入
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
作
品
の
搬
入

令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）

９
時
30
分
〜
17
時
、
21
日
（
土
）
９
時

30
分
〜
12
時
に
、
山
口
市
民
会
館
展
示

ホ
ー
ル
に
持
参
。

問
申

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

元
気
い
き
い
き
ひ
ろ
ば

設
置
運
営
団
体
の
募
集

元
気
い
き
い
き
ひ
ろ
ば

設
置
運
営
団
体
の
募
集

要
支
援
者
等
が
、
定
期
的
な
運
動
等
の

活
動
を
行
う
通
い
の
場
「
元
気
い
き
い
き

ひ
ろ
ば（
通
所
型
の
サ
ー
ビ
ス・活
動
Ｂ)

」

の
設
置
・
運
営
を
行
う
団
体
に
対
し
、
事

業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
募
集
地
域

北
東
部
圏
域
…
仁
保
、
小
鯖
、
大
内
、
宮

野
／
中
央
部
圏
域
…
白
石
、
湯
田
／
鴻
南

圏
域
…
吉
敷
、
平
川
、
大
歳
／
南
部
圏

域
川
西
地
域
…
嘉
川
、
佐
山
、
阿
知
須
／

南
部
圏
域
川
東
地
域
…
陶
、
秋
穂
二
島
、

名
田
島
、秋
穂
／
徳
地
圏
域
…
串
、島
地
、

出
雲
／
阿
東
圏
域
…
篠
生
、
嘉
年

問
申

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
２

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
募
集

国
や
県
、
市
等
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

行
事
な
ど
で
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
「
山
口
市

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登
録

し
、
活
動
が
必
要
と
な
る
行
事
等
が
あ
っ

た
場
合
、
随
時
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
運
営
補
助
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
関
す
る
業
務
、
主
催
者
か
ら
依

頼
さ
れ
る
業
務

▼
対
象

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方

▼
そ
の
他

活
動
は
原
則
無
償
（
主
催
者

の
判
断
に
よ
り
交
通
費
等
が
支
給
さ
れ

る
場
合
あ
り
）、
保
険
は
行

事
ご
と
に
主
催
者
に
お
い
て

加
入

問
申

下
（
右
）
の
二
次
元
コ
ー

ド
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、

所
定
の
申
込
用
紙
（
下
（
左
）

募
集

令和 8 年 4 月 1 日採用の山口市職員を募集します

【１次試験】
■期日　10 月 26 日（日）　
■場所　山口市役所本庁舎（山口総合支所）
■申し込み方法　右の二次元コードから電子申請

問申職員課☎ 083-934-2727
※受験資格等、詳細は市公式ウェブサイトで確認してください。

【受付期間】
9 月 12 日（金）～ 10 月 15 日（水）　

試験
区分

試験職種
採用予定

人数

受験資格
（昭和 60 年 4 月 2 日から平成 8 年
4 月 1 日までに生まれ、下記の要
件を満たす方）

社会人
経験者

行政 若干名 職務経験の有無は問いません。

土木 若干名 土木関連業務に従事した職務経
験を５年以上有する方

建築 若干名 建築関連業務に従事した職務経
験を５年以上有する方

文化財
専門員

（文献史学）
若干名

文献史学（日本史（日本中近世
史の専攻が望ましい））を専攻
しており、学芸員資格を有し、
学芸員に従事した職務経験を 5
年以上有する方（大学院におけ
る研究期間を含む）


